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はじめに
広告運用代理店、使っていますか︖
　デジタルマーケティングの時代、広告運用のノウハウは毎日のように変化し、そして
ますます複雑になっています。
　インターネットやソーシャルメディアの普及により、広告プラットフォームやコンテンツの
多様性が増しています。加えて、データ分析や顧客行動の理解、競合他社の監視など、幅広い
スキルと知識が求められます。また、技術の進化により、AI や自動化ツールを活用したマー
ケティング手法も登場しており、これらを効果的に運用するためには専門的な知識が必要です。
　こうした複雑な環境の中、 マーケティングを代理店に依頼する方は増えています。しかし、
代理店とひと口に言ってもそのクオリティはピンキリです。しっかりとノウハウを備え、
顧客の立場に立って適切な施策を打つ代理店もいれば、ノウハウも不十分なのにやった
フリだけする低質な代理店もいると言わざるをえません。
　そこで今回は、広告運用代理店に依頼するということ、そして代理店の選び方をテーマに
考えていきたいと思います。



効果・集客↑

1. 広告運用代理店とは︖
　広告運 用代理 店（Adver t i s ing  Agenc y）は、企業や個人の顧客に対して広告
キャンペーンの計画、制作、実 行、および監視を専門的に行うプロの 組 織 や 個人を
指します。これらの代理店は、広告業界において非常に重要な役割を果たし、クライア
ントの広告目標 達 成やブランドの成功を支援することが期待されています。

広告を出して商品や
サービスを宣伝したい

宣伝方法が分からない…
効果がでない

広告主 広告運用代理店

ノウハウ

広告媒体

テレビや新聞など
マスメディアのプロモーション

駅や停留所など交通機関内へ
の交通広告

屋外広告
デジタルサイネージへの広告

Web 広告や SNS 活用

広告媒体の多様化
⇒広告運用代理店の役割も広がる



広告運用代理店の種類

　広告代理店は、クライアントの広告ニーズに合わせて異なる種類に分かれています。
主要なカテゴリには総合広告代理店、専門広告代理店、およびハウスエージェンシー
があります。それぞれの特性について説明します。

幅広い広告関連サービスを提供する
多才なエージェンシーです。クリエ
イティブ、メディアプランニング、
データ分析、広告運用、PR など、
広告に関連するさまざまな分野に精
通しています。多様な業界やクライ
アントに対応し、幅広い経験を持っ
ています。

総合広告代理店

特定の広告分野に特化したエージェ
ンシーです。例えば、デジタル広告、
ソーシャルメディア広告、PR、イベ
ントマーケティングなどがあります。
特定の分野に精通しており、その分野
での専門知識を提供します。ある特定
の広告ニーズに対応し、スピーディに
キャンペーンを実行できます。

専門広告代理店

特定の企業やブランドの内部に設置さ
れた広告チームやエージェンシーです。
その名の通り、ブランド自体の "ハウス"
として機能します。ブランド内部に位置
しているため、意思決定プロセスや情報
の共有が効率的です。また、ブランドを
深く理解し、内部の文化や目標に合致
した広告戦略を開発できます。

ハウスエージェンシー



2-1.

　はじめに、マーケティングを自社で行うか代理店に発注するか、という論点に

ついて触れておきます。広告運用代理店に発注することにはいくつかのメリット

があります。代理店は広告運用の専門知識と経験を持ち、効果的な広告キャンペー

ンを設計・実施することができます。

広告運用代理店に
      発 注 するメリット

①専門知識と経験 ②時間とリソースの節約
③プロフェッショナルな
　クリエイティブ制作



①専門知識と経験
広告運用代理店は広告の最新トレンドやベストプラクティスに精通しており、最適な
戦略を提案することができます。また、蓄積されたデータや分析能力に基づいて効果
的な広告キャンペーンを展開します。

②時間とリソースの節約
広告運用は複雑で時間を要する作業です。代理店に発注することで、企業は広告運用に
かかる時間やリソースを節約できます。これにより、他の重要な業務に集中することが
できます。

③プロフェッショナルなクリエイティブ制作
広告運用代理店はプロのクリエイターやデザイナーを擁しており、魅力的で効果的な広
告クリエイティブを制作することができます。クオリティの高い広告はターゲットオー
ディエンスの注意を引きつけ、ブランドのイメージを向上させることにつながります。



　広告運用を代理店に頼らず自社で行うと、専門知識の不足やリソースの浪費が

生じたり、成果の測定が難しかったりと問題が生じます。

そのため、広告運用には専門の代理店の知識と経験を活用し、効果的な広告戦略

を立案することが重要です。

自社で運用

ノウハウがないと効果がでにくい

広告代理店に依頼

プロが作る効果の高い広告
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　広告代理店に広告キャンペーンの発注をすることは、企業やブランドにとって

利点がある一方、課題も存在します。以下では、広告代理店に発注する際のデメ

リットについて詳しく説明します。

広告運用代理店に
    発 注 するデメリット

①コスト ②情報の伝達と
　理解の課題 ③制約と依存



①コスト
広告代理店に発注する際、そのサービスにはコストがかかります。代理店に支払う手
数料と広告予算が増加する可能性があります。

②情報の伝達と理解の課題
クライアントと代理店の間で情報の伝達や理解に課題が生じることがあります。クラ
イアントが自社のビジョンを代理店に十分に伝えないと、期待通りの結果が得られな
いことがあります。

③制約と依存
代理店に発注すると、一部の制約が生じる可能性があります。特定の代理店に過度に
依存すると、新たなアイデアやアプローチを採用するのが難しくなることがあります。



　広告代理店に発注するかどうかは、各企業やブランドのニーズに依存します。

重要なのは、代理店との関係を慎重に検討し、クリアなコミュニケーションと

契約条件を確立することです。企業は代理店との提携を通じて、ブランドの成

長と広告キャンペーンの成功を追求する方法を見つけることができます。



3.

　しかし、これまで代理店を利用していなかった方は、「悪質な業者に当たったら

どうしよう」「成果が出なかったら予算が無駄になるのではないか」といった懸念

を持ちがちです。実際、代理店とのミスマッチにより予算を無駄にしていると感じる

事例はしばしば見られます。

　そこで、良い広告運用代理店を選ぶ

までの流れと確認すべき点を、チェック

リストにまとめてみました。

良い広告運用代理店の
                条件とは︖

どのように広告代理店を
選べばよいのだろうか



　広告代理店の選択は、成功する広告キャンペーンを実現するために非常に重要

です。しかし、選択肢が多い中で最適な代理店を見つけることは挑戦的なタスク

です。以下は、良い広告代理店を選ぶためのステップバイステップガイドです。

1. 目標とニーズの明確化
広告代理店を選ぶ前に、自社の広告の目標とニーズを明確にしましょう。何を達成したいのか、
どのようなメッセージを伝えたいのか、どのターゲットオーディエンスにアプローチするのか
を把握します。

2. レベルとタイプの代理店の決定
次に、広告代理店のレベルとタイプを決定します。以下の主要なタイプがあります。

【総合広告代理店・専門広告代理店・ハウスエージェンシー】



3. レビューとリサーチ
潜在的な代理店の候補をリサーチしましょう。インターネットで代理店のウェブサイトや
ポートフォリオを閲覧し、過去の実績、クライアントのレビュー、ブランドの業界への適合
性を確認します。

4. クライアントの参照とレビュー
代理店のクライアントからの参照を求め、実際のクライアントからのフィードバックを収集
します。クライアントの成功事例や課題について尋ねることで、代理店の実力を評価できます。

5. 対面会議と面談
候補の代理店と面談しましょう。対面会議を通じて、代理店の文化、コミュニケーション
スタイル、クリエイティブアプローチなどを評価できます。

6. 費用と予算
代理店の費用と料金構造を理解し、予算との適合性を確認します。隠れた費用や契約条件に
注意を払いましょう。



7. 契約の検討
契約条件を慎重に検討し、機密情報の取り扱い、サービス範囲、支払い条件などが適切に
規定されているかを確認します。

8. 透明性と報告
代理店が提供する透明性のレベルと報告書の内容を評価し、プロジェクトの進捗状況を
把握できるか確保します。

9. ターゲットオーディエンスの理解
代理店がターゲットオーディエンスを理解しており、ターゲットに合った戦略を提供できる
かを確認します。

10. データ分析と効果測定
代理店がデータ駆動の戦略を採用し、成果を定量的に評価できるかどうかを確認します。



11. 口コミと信頼性
代理店の信頼性と評判を確認し、クライアントに対するコミットメントと責任感があるか
どうかを評価します。

12. 契約の交渉
最終的に、代理店との契約条件を交渉し、双方が納得する条件で合意します。

13. 検証と評価
選択した代理店との協力が始まったら、プロジェクトの
進捗を定期的に検証し、効果を評価します。



　広告代理店の選択は慎重に行うべき重要なステップです。適切な代理店を選ぶ

ことは、広告戦略の成功に大きく寄与し、ブランドの成長を促進する手助けとな

ります

広告運用代理店の実績や
運用手法、スキルセットは︖
過去の成功事例や
業界の知識を持っているのか

コミュニケーション能力や対応力は高いか︖
クライアントとの円滑なコミュニケーションや
的確なサポートは、広告キャンペーンの成功に不可欠

代理店は適切なデータ分析手法を
用いて広告の成果を評価し、
レポートを提供できるか︖



4.

　悪質な広告運用代理店に依頼をすると、効果不足や信頼失墜、費用の不透明さ、

情報漏洩などのリスクが生じます。そのため、慎重に選定を行い、信頼できる代

理店との契約を検討することが重要です。

悪質な広告運用代理店には注意が

必要です。以下のような特徴を持

つ代理店には依頼しない方が良い

でしょう。

頼んではいけない
　　　広告運用代理店とは

情報漏洩

効果不足

高い費用



　代理店の利用に慣れていないと、悪質な代理店に言いくるめられてしまい「こう

いうものなのか」と納得してしまいます。「めんどくさいから……」などの理由で言わ

れるがままにしていると、多額の予算や時間を無駄にすることになりかねません。

きちんと客観的な基準に従って代理店を比較検討しましょう。

広告運用は予測不可能な要素も
多く、成果を 100％保証するこ
とは困難です。成果を保証する
と謳っている代理店には注意し
ましょう。

成果の保証

長期の契約や高額な初期費用を
求める代理店は慎重になる必要
があります。柔軟な契約条件と
コスト体系を持つ代理店を選び
ましょう。

長期の契約と
高額な初期費用

代理店からの請求が透明でなく、
隠れた手数料や追加費用が発生
する可能性がある場合は注意が
必要です。契約前にしっかりと確認
しましょう。

隠れた手数料や
追加費用



まとめ
　良い広告運用代理店を選ぶためには、専門知識と経験、コミュニケーションとサポート、
データ分析と報告、価格とコストなどをチェックすることが重要です。一方、成果の
保証を謳ったり、長期の契約や高額な初期費用を要求する代理店には注意が必要です。
　「今利用している代理店が不安……」「自社で広告を出していたけれど、より質の
高いマーケティングをしたい」という方、一度立ち止まって代理店について検討して
みてください。

　代理 店の選び方は、事 業の成否に
直結する重要なファクターです。適切
な代理店を選ぶことで、効果的な広告
キャンペーンを 実 施し 、 ビジ ネスの
成 長 を促 進しましょう 。



最後までお読みいただき、
ありがとうございました。
ダイレクト・ホールディングスは、
デジタル・マーケティング事業、
SNSマーケティング事業、PR・
キャスティング事業をはじめ、
多彩な人材やノウハウを持つ
広告代理店です。
マーケティングに関するお困り
ごと、ご相談がある際は、
お気軽にご連絡ください。

【お問い合わせ】
東京本社　〒163-1439

東京都新宿区西新宿 3 丁目 20 番 2 号
東京オペラシティタワー 39 階

電話番号 : 03-6416-4822
FAX : 03-6416-4823

contact@direct-holdings.co.jp


